
分 279移

日昭和44年 9Fl 納税のお額い

援7の機業主¥Fヨ慢におとなわれるには、

やはちみなさんのご協力がなくてはで

き?玄せん。需工殺は<'?1'められた期的内に

納めるようお願いします

(矛 4 出}
(臨時町議会)

工
事
務
乱
調
契
約
の
締
務
に
つ

い
て
議
原
案
可
決
湘
棋
会
思
議

決
に
品
刊
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
、
処
分
に
関
す
る

条
例
狩
ス
条
に
よ
り
総
会
の
議

決
を
A

革
め
た
も
め
で
す
。

ま
た
、
閉
会
や
継
続
車
骨
ρ

設
に

な
ち
ま
し
た
mw
は
、
制
問
和
銅
十

相
同
年
度
殺
綾
子
町
一
品
般
会
鈴
鵠
制

定
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
事
総
会
中
縫
続
務
遂
と
れ

ば
、
学
校
間
m
抽
地
取
得
す
る
た
め

の
も
の
匂
す
。

半
年
間
の
火
災
二
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一
件
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約
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灰
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六
八
二
品
、
担
割
裳
兇
絞
綴
は
建

物
ハ
内
務
物
品
ご
一
、
一
…

0
開問

方
問
、
議
十
均
一
一
一
万
門
官
、
一

日
約
七
万
悶
H
も
が
ば
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因
を
み
ま
す
と

タ
バ
コ
の
投
げ
総
て
一
ニ
件
、
子

供
の
火
縫
び
四
件
、
後
火
母
不

品
開
采
一
て
件
、
和
泊
脇
艇
物
の
教
組
棋
い

の域開
h
y
一
件
、
お
泌
総
呂
釜
の

一
小
品
隅
米
一
一
件
、
プ
ロ
バ

Y
ガ
ス

火災の琵宇・ ~Il 

の
不
始
末
一
件
、
そ
の
一
後
+
一

件
、
木
関
液
晶
什
主
な
っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
火
災
原
俊
神
仙
、
い
子

れ
も
ち
ょ
っ
、
と
し
た
不
注
意
が

療
関
闘
で
、
一
人
}
人
H

が
か
火
災
に

つ
い
て
の
総
鵠
終
附
主
出
自
目
分
由
?
‘

ろ
で
は
火
災
を
封
殻
叫
vζ」々決註内C
恥
な
い
と

い
う
気
鵠
鈴
吋
仇
を
佐
も
勺
て
い
れ
ぱ
ばM
、

い
ず
れ
も
中
米
木
然
vにμ
叫紛悶
dげ
リ
た
も
の

ば
か
争
で
す
。

'
救
急
出
同
数
件
数
は
二
五
コ

火
〉
/
件
で
一
日
一
平
均

事

約

一

、

罪

ι

払

な

っ

て

お

り

ま

す
。
そ
の
ゆ
で

災
機
に
傷
終
殺

を
綴
織
機
関
な

ど
に
疑
浴
し
た

件
数
一
一
一
一
一
件

一
一
六
一
人
と
な

亡
お
き
ま

z 

す
u救
品
制
緩
加
に
み
る
k
念
総
に

よ
る
出
向
齢
制
が
一
幾
多
く
一
一
吋
}

仲
げ
で
、
全
体
の
五

1
…パ

1
h
-

y
ト
、
次
に
交
通
事
故
七
六
件

明
、
‘
三
十
問
パ

i
セ

y
ト
と
な

ゥ
て
お
お
ワ
ま
す
。

ζ
の
よ
う
に

数
急
背
景
放
が
多
く
な
れ
ソ
ま
す
と

救
ゑ
単
が
出
品
駒
山
叩
に
つ
ぎ
の
要

鵠
舗
が
穏
と
る
と
い
う
場
合
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う

な
場
合
だ
け
救
急
車
の
婆
諮
を

さ
れ
る
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
0

0
災
害
に
よ
ザ
食
じ
た
事
故

。
幽
蹴
外
に
お
い
て
密
ふ
じ
た
申
帯
数

。
公
家
の
隣
人
り
す
る
場
制
聞
に

お
い
て
起
君
た
世
帯
数

こ
れ
ら
の
察
訟
に
よ
る
傷
仲
間

漢
で
医
療
機
関
そ
の
抽
出
の
場
一
般

へ
然
念
に
捻
送
す
る
必
要
"
の
あ

る
も
の
、
ま
た
は
、
殿
内
に
お

い
て
生
じ
た
務
欽
で
、
融
持
続
殺

を
際
機
回
慨
深
そ
の
般
に
緊
急
に

出
担
当
認
す
る
た
め
の
適
当
な
や
殺

が
な
い
場
合
な
ど
で
す
ν
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成
間
同
線
と
の

都
市
計
一
機
密
賂

常
磐
抽
開
設
相
持
品
J

・
取
手
間
に

説
明
開
肌
が
予
定
さ
れ
て
い
る
叉
玉

台
駅
(
後
称
〉
主
成
図
録
滋
念

品
開
ぶ
線
市
割
引
国
間
衛
隊
ハ
一
大
主
台

時
執
務
総
)
神
仙
、
関
鉄
骨
柄
m
間制紙を

災
後
す
る
綴
殺
が
AM
唱掃了
L
な
い

た
め
議
殺
と
し
て
じ
ゅ
う
分
な

る
効
薬
を
肱
訓
練
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
な
が
ら
本
工
事
の
挙

制
忽
苅
訟
法
、
町
議
後
の
蜜
姿
施

策
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
三

年
総
か
ら
兵
体
的
な
事
業
の
幾

遂
を
問
闘
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

り
た
び
こ
れ
が
工
事
の
品
早
朝
之
の

初
期
び
主
な
り
本
和
十
隊
三
月
二
十

そ

の

総
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一
機
一
滋
ト
引
可
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一
附
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役

時
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緩
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務
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一

子

ゃ

い

使

…

問

一
級
孫
吋
閉
山
山
鯨
詞
一
炉
問

一

純

物

当

日

間

一
行
革
孫
引
叫
分

i
一
泌
総
和
初
閉
口
十
m
悶
年
特
科
終
子
府
叫
議
員
綴
案
「
可
決
日
本
住
宅
公
開
問

一
料
開
制
服
月
一
閥
会
時
庁
間
関
隊
総
務
会
は
・
い
も
m
月
一
一
む
湖
総
会
宅
池
同
開
発
世
帯
幾
に
品
汁

一
実
わ
細
工
配
布
時
一
附
十
八
告
に
期
間
報
滞
在
れ
、
八
月
十
ぅ
、
結
部
市
計
引
関
前
市
祭
榊
階
北
ム
同
柏
崎

一

恥

鱒

fm刑
務
部
}
艮
ま
で
会
期
中
主
将
闘
を
も
翠
叫
ん
制
約
十
叩
同
年
皮
下
水
終
末

血

路

あ

4

一
絞
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
抽
地
翠
場
玄
察
官
施
工
す
る
た
路

…

薬

業

務

総

行

一

関

ζ

り
臨
時
会
に
は
、
七
件
の
で
す
。

町
千
子
議
問
問
路
湖
町
当

一
一
紛
議
案
が
制
抑
制
凶
寄
れ
ま
し
た
が
、
間
唱
和
制
問
問

+
8年
度
我
叫
晴
子
町

r

i

I

E

削
…

Z阿
部
会
中
の
笠
審
査
に
一
級
会
計
雲
予
算
を
定
め
る

燃
し
た
抽
出
は
版
部
案
滋
h

ソ
可
決
成
立
こ
と
に
つ
い
て
H
潔
毅
可
決

問

的

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

総

務

計

一

樹

街

帥

時

二

mm

義
務
予
知
町
滋
北
会
下
水
終
末
・
プ
笈
品
川
4

曲師時既設
γ
ム
務
袋
、
仮

川
畑
地
遼
相
唱
の
殺
後
柑
唱
に
問
問
す
る
総
称
桶
開
花
命
隊
小
学
校
時
既
設
事
終

制
交
の
一
擦
を
変
車
内
す
る
協
定
に
鵡
判
、
仮
称
滋
裁
合
や
学
校
建
設

糊
つ
い
て
韓
墜
相
会
可
決
際
協
湾
事
業
殺
殺
も
っ
た
も
の
で
す
。

織
は
総
務
四
十
一
一
年
十
一
芳
)
日
朝
間
約
の
締
祉
制
に
つ
い
て
詰
戚
消
防
壌
で
は
、
今
年
一
万
か

総
帥
押
絵
、
級
制
相
関
十
一
年
計
図
待
出
品
湾
地
次
期
間
花
台
閣
同
小
学
校
ら
六
月
ま
で
の
僚
に
稔
孫
子
町

ザ
お
よ
り
入
品
什
線
、
滋
物
備
の
議
室
哲
叫
世
会
の
新
築
を
日
本
内
で
発
援
し
た
火
災
、
救
縁
状

向
山
臨
時
、
殺
訟
の
一
談
後
獲
に
斧
い
銭
。
部
公
岡
山
の
資
金
に
よ
っ
て
建
渓
を
次
的
ょ
う
げ
い
ま
と
め
ま
し

潟
、
全
体
計
滅
的
総
事
業
後
没
後
設
す
る
た
め
で
す
G

た。

間
更
す
る
必
要
が
ゑ
じ
た
た
め
で
契
約
の
鱒
絡
に
つ
い
て
時
間
開
火
災
件
数
は
二
十
一
日
体
で
、

制

す

。

察

官

町

淡

湘

綿
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中

学
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後

銭

安

J

総
務
は
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物
日
一
一
九
一
品
、

問
祭
器
仙
契
約
の
綴
絡
に
つ
い
て
品
作
}
佼
A

授
の
新
築
を
日
本
総
犠
牲
努
七
7
i
井
、
そ
む
総
側
、
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川
町
一
波
一
燃
の
女
性
凶
器
綴
し
た
た
ら
制
芸
の
票
、
有
利
に
な
か
ら
ス
タ

i
ト
し
た
新
川
汁
J

剛
一
か
ら
と
い
っ
て
、
融
腕
場
を
や
る
mw
で
し
ょ
う
か
。
土
地
税
制
制
に
は
「
居
住
田
畑
融
制
…

測
…
め
、
祭
仮
に
入
っ
て
し
ま
う
共
働
き
の
夫
婦
の
織
物
合
、
緩
め
一
千
万
田
H

の
帥
村
総
抽
出
…

鰍
問
主
い
う
こ
と
が
少
な
い
よ
う
炎
の
政
金
ν

おり
O
万
円
、
後
徐
」
が
あ
9
ま

す

。

一

一

な

で

す

。

の

険

金

一

oowdmを
会
わ
こ
れ
は
務
省
琳
鳴
が
混
血
去
に
一

側
一
女
殺
の
続
的
叫
が
だ
ん
だ
ん
せ
附
向
。
。
方
行
自
家
を
災
い
巌
往
し
て
い
る
土
柏
崎
・
総
終
…

州
…
機
く
な
っ
て
き
た
押
紅
白
地
で
も
炎
名
畿
に
し
ま
す
主
、
夫
氏
を
綴
端
技
し
た
と
き
は
譲
渡
制
的
…

側
一
あ
れ
ソ
ま
し
ょ
う
し
、
災
い
す
(
は
八
万
凶
器
開
与
裁
が
か
か
議
か
ら
一
千
万
円
者
数
脇
陣
し
一

間
一
化
生
活
を
ユ
ン
ジ
ョ
イ
ず
る
ち
ま
す
。
夫
総
務
と
い
え
H

と
て
務
得
税
な
潮
時
税
す
る
と
い
一

徹
…
緩
滅
的
函
館
求
も
あ
る
と
怠
い
も
…
年
間
に
間
間
十
万
関
川
以
上
う
も
の
で
す
o

ζ

の
場
合
で
一

川

一

ま

す

。

も

夫

婦

審

判

綿

子

一

宮

と

こ

ろ

で

戦

。

共

鏑

き

夫

婦

と

建

物

の

名

義

な

ど

の

共

有

財

…

間

二

前

段

、

淡

を

慈

出

血

で

あ

れ

ば

各

九

町

て

て

か

ら

お

際

共

有

設

記

が

有

科

で

す

々

一

言

悶

μ
づ
…

側

一

さ

ん

や

吋

晴

雄

え

る

つ

後

略

附

哨

に

き

る

一

側
円
と
い
う
ζ

と
が
多
か
っ
た
よ
の
出
町
与
を
う
け
た
と
き
は
綴
こ
と
に
な
ワ
ま
す
れ
一

間
一
う
で
す
が
、
士
総
の
世
間
い
現
与
判
明
が
か
か
h

ツ
ま
す
。
と
と
畿
の
衝
で
は
共
闘
捌
き
夫
婦
…
め

側
一
在
で
は
、
「
カ
!
っ
き
、
駒
郡
ろ
が
‘
こ
の
場
合
、
酬
贈
与
税
の
方
に
は
仲
間
帯
笠
認
が
官
制
約
一
沙

問
山
一
っ
き

ei-----L
ー
と
い
わ
れ
て
の
か
か
ら
な
い
ふ
刀
法
が
あ
り
の
よ
う
で
す
。
不
動
産
に
と
一
‘
一

世
も
脇
市
毅
弁
明
桐
相
談
で
す
。
ま
す
。
削
霊
前
誌
に
比
例
し
も
な
う
税
務
は
い
ろ
い
ろ
経
一
州

側
…
そ
こ
で
、
炎
組
問
共
鈴
き
し
て
夫
の
持
分
間
悶
分
担
三
委
時
維
で
臨
時
か
し
い
問
題
を
合
ん
一
淀

川

立

て

、

力

を

合

わ

せ

て

マ

イ

ホ

持

分

約

分

の

一

主

い

う

差

同

で

い

ま

す

。

}

税

制
…

i
ム
時
間
後
、
乙
い
う
こ
と
に
な
に
滋
有
機
的
主
主
認
を
す
く
わ
し
く
は
、
も
よ
主
一
争

附
一
り
ま
す
。
で
は
、
こ
の
よ
う
れ
ば
よ
い
の
で
す
む
税
務
躍
世
史
資
申
脱
税
制
柑
淡
係
で
一

ニ
な
人
の
脱
明
会
ど
の
よ
う
認
し
ま
た
、
こ
の
ほ
か
綴
十
朗
年
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。
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礼
ハ
認
ま
で
に
交
成
す
る
こ
と
に

な

争

ん

ま

し

た

。

一

な
お
、
工
事
は
、
知
町
の
嚇
締
結
昭
一

に
よ
り
国
同
欽
が
綴
持
刊
し
、
品
脇
工
一

事
焚
は
約
間
関
手
万
円
で
す
。
一

一
方
住
宅
公
開
山
潟
+
仙
台
品
供
一

割
問
蜘
問
滋
を
位
和
ぷ
都
中
指
針
路
街
路
一

一
一
・
一
ふ
品
開
守
雄
糊
は
か
国
鉄
酔
供
問
山
一

線
世
間
交
差
す
る
立
体
内
文
幾
も
去
一

る
七
月
十
設
工
事
費
fadT
ぽ
万
↑

開M
で
品
右
手
し
、
米
繁
一
二
月
下
旬
一

に
意
織
す
る
見
込
み
で
ず
。
一

と
れ
に
よ
哲
公
開
山
々
品
唱
に
終
一

中
ず
る
明
文
遂
設
が
悶
U
蝋
闘
に
処
忍

さ
れ
、
M

汁
鍋
湖
沼
地
域
の
発
淡
が

大
い
に
制
期
待
さ
れ
ま
す
。
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抜
本
・
中
峠
上
・
下
の
…ーωA

部

自
営
業
者
給
与
生
活
者
を
対
裂
に

広一一一一 …(務綴郵便物認可〉

そ
れ
が
ど
り
よ
う
な
も
の
に
い

く
ら
支
泌
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
会
溺
ぺ
、
副
都
渋
の
災
般
を
緩

み
一
の
晶
丹
波
か
ら
み
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

wv
糊
闘
世
抵
の
方
法

金
中
叫
此
帯
を
調
査
す
る
出
り
で
な

く
、
一
口
此
の
方
法
に
よ
れ
ツ
総
出
向

さ
れ
た
数
帯
に
潟
淡
な
お
縦
断
い

五
十
万
汚
支
給

し
、
死
亡
さ
せ
た
も
の
で
す
。

と
れ
に
よ
り
、
本
町
激
設
で

今
年
援
問
問
だ
い
日
か
ら
発
足
し

た
、
内
父
滋
災
蛾
帯
保
障
金
支
給
粂

州
問
に
絞
っ
て
、
始
め
て
死
亡
終

的
胞
内
向
降
金
五
十
万
開
け
を
支
給
い

た
し
ま
し
た
J

し
ま
す
。

V
議
変
の
実
務
時
制
問

一
一
人
以
上
の
勢
翁
投
説
明
に
つ

い
て
は
、
線
級
協
十
四
年
九
月
‘

十
月
.
十
一
万
の
三
カ
月
間
‘

鱗
身
議
後
援
に
つ
い
て
は
、
十

月
、
十
一
月
昭
二
カ
汚
側
聞
も
依
然

柏
崎
潟
変
の
期
間
同
と
す
る
ψ

軍
震
査
す
る
事
務

一
、
家
計
上
の
淑
入
に
酬
関
す
る

世帯数

二
、
繁
弘
前
ふ
の
支
出
に
演
す
る

京
市
痛
恨

一
一
一
、
ゑ
滋
同
月
ロ
閉
め
時
間
入
先
に
附
附

ず
る
宮
市
湊

図
、
貯
帯
骨
噛
慨
在
官
関
w
h

鱗
問
ず
る
事

内
務
幾
統
計
総
資
〕

灘

五
.
借
入
金
残
也
誌
に
間
関
す
る
官
事

項

ム
ハ
、
年
間
収
入
氏
織
す
る
察
官
明

い
也
、
業
務
総
久
消
費
耐
用
産
等
の

齢
出
お
に
側
同
す
る
事
項

入
、
役
務
総
民
お
よ
び
住
殿
に
関

す
る
事
百
世

こ
の
う
ち
で
家
計
絡
め
綿
入

が
主
な
客
演
で
す
。

wv
溺
疫
の
阪
城

こ
時
総
畿
は
総
掘
暗
部
別
総
計
局

か
ら
令
市
町
村
に
、
国
勢
調
胸
骨
盤

に
よ
る
あ
る
区
域
を
指
鐙
し
ま

す
J

そ
れ
に
よ
っ
て
拘
制
緩
寄
れ

た
広
竣
を
爽
返
す
る
わ
け
マ
す

が
、
我
時
間
予
酌
町
凶
叫
緩
み
小
池
阪
の

一
部
と
や
終
ぷ
‘
日
れ
き
の
ご
様
が

鶏
畿
地
W

悼
と
し
て
務
出
品
さ
れ
ま

し
た
。な
お
、
検
出
さ
れ
た
絞
殺
に

粥
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
よ

ろ
し
く
ど
協
力
関
嗣
い
ま
す
。

鰻
和
四
十
六
年
六
月
ま
でと

翼r:!毛畿はおいてき主通災後係襲撃金を受けるi監絞の1i

カ

~.' 

'-

11 

事
割
問
、
そ
の
抽
出
で
緩
輔
鱗
槻
湖
一
小
の
よ
う
な
中
点
々
安
対
象
に
議
官
謀

廷

が

制

吋

ば

れ

て

お

り

ま

す

が

、

を

行

な

い

、

不

必

務

総

の

緩

和

本

銀

も

そ

の

例

に

も

れ

ず

表

窪

対

策

の

ご

綴

と

し

た

い

考

え

で

一
一
一
ヂ
人
か
ら
m
m
千

人

が

不

足

し

す

。

て

い

る

主

考

え

ら

れ

ま

す

。

な

お

、

そ

の

時

棋

を

祭

れ

て

い

紛

え

て

開

問

機

造

成

等

に

よ

る

た

綴

隙

が

な

が

く

一

得

波

数

含

た

人

口

の

念

場

に

伴

う

送

機

綴

絞

め

ら

っ

て

い

る

方

の

た

め

に

百

円

由

増

加

な

ら

び

に

弘

主

綴

緩

め

教

育

の

場

合

十

一

月

以

降

に

針

変

化

に

伴

っ

て

築

中

川

ず

る

疾

然

感

し

て

い

ま

す

。

(
老
人
病
・
A

府

機

時

間

又

時

品

交

遜

割

問

資

対

象

は

紙

朝

畿

ぼ

問

、

准

看

災
器
官
出
後
域
総
帥
年
}
の
地
噌
郊
に
ま
た
、
後
耐
臓
で
の
品
弘
事
に
余
波
燃
の
品
均
時
貯
を
諮
っ
て
い
る
人

よ
っ
て
ま
す
ま
す
そ
の
必
閣
官
臨
県
知
抑
が
マ
嘗
て
も
う
一
度
数
き
た
で
、
糊
判
官
賞
制
制
問
問
H
U
十
月
二
十
日

な
お
え
つ
つ
あ
り
'
ま
す
。
い
と
怒
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
ま
守
で
す
G

対
象
者
は
役
務
に

擦
で
は
こ
の
吾
判
明
脱
穀
食
の
添
い
の
で
は
な
い
か

k
縫
い
ま
あ
る
朝
間
交
酉
滑
に
記
入
の
う
え
然

見
事
態
を
何
と
か
斡
州
制
し
て
ゆ
す
。
そ
こ
で
今
回
、
終
勺
は
こ
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

@
交
通
等
教
絡
税
制
よ
り
の
会
構
宅
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

間
開
制
料
開
悶
十
州
悶
年
度
下
手
鎖
に

A
V
絞
溺
縁
関
昭
和
額
十
三
年
八

お
け
る
白
川
入
通
事
故
巡
回
相
談
Jd

m

月
…
日

1
昭
和
同
間
十
州
問
年
五

口H
制

部

刊

か

決

ま

れ

ソ

ま

し

た

の

で

お

ミ

n
n
三
十
一
日
ま
で
窃
蹴
同
然
出
路

紛
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

A
V
待
問
午
後
一
一
除
ー
か
ら
一
一
一
待

。
十
月
二
十
一
日
向
十
…
月
一
一

ま
で

十
六
同
時
十
二
万
一
一
十
凶
行

A
V
創
作
品
講
和
黙
制
刊

日
月
ニ
十
八
時
一
一
月
ス
十
五

な
お
、
地
砂
子
手
鯛
択
と
添
加
川
状

一
品
月
二
十
五
詩

会
必
ず
ど
務
参
く
だ
さ
い
。

工
h
品

、

場

所

は

い

ず

れ

も

総

:
明
冊
表

世出帆税制
m
で
行
な
い
ま
す
。

@

種

痘

予

惜

削

接

後

援

鼎
担
鹿
嶋
予
特
別
協
世
附
開
会
次
の
羽
制
緩
還

に
よ
、
守
行
な
い
ま
す
の
で
、
も

一J
引
引
が
計
一
円
一
一
口
引
割
引
訟
う

一
ま
で
の
一
噛
期
間
制
は
漏
借
入
総
社
M
m

演
芸
な
ど
を
後
し
ま
す
。
一

一
問
問
で
す
。
こ
金
繰
附
桝
も
今
年
で
老
人
M
M

多
年
に
わ
た
り
社
会
一

一
十
九
阪
に
な
ち
ま
す
。
の
科
探
勝
広
務
与
し
て
き
た
人
と
…

…
議
人
の
総
緩
主
混
乱
祉
を
高
め
し
て
、
政
対
戦
押
を
渋
う
と
と
も
に
山

一
殺
人
に
対
し
て
、
期
間
心
と
緩
解
ひ
ろ
く
そ
の
日
福
詮
に
つ
い
て
も
一

…
を
認
め
よ
税
措
却
は
理
解
主
関
心
を
報
部
め
た
…

…

F:

う

主

ず

る

い

と

患

い

ま

す

。

…

一

合

同

も

の

で

、

ま

た

、

老

人

が

協

会

牛

玄

一

A
L

問
、
紛
訪
問
十
の
向
上
に
努
め
る
滋
欲
を
官
閉
め
一

一
点
れ
/

μ

十
一
年
か
ら
る
た
め
に
後
々
の
絡
策
が
な
さ
一

…

L
L
援

九

月

十

五

れ

て

い

ま

す

。

一

一
弘
付

μ

脊

Z蓄
し
か
し
な
が
ら
、
老
人
が
紘
一

二

母

体

官

と

し

室

、

経

済

的

お

よ

び

裏

忠

一
一
河
市
中
て
、
震
に
弱
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
…

一

ヱ

2
4

診
刊
の
筏
尽
に
綴
{
間
に
あ
る
こ
と
は
夜
祭
で
き
一

一
宮
p

p

Uれ
加

え

ら

れ

ま

せ

ん

。

一

一

ミ

日

ま

し

た

。

支

持

人

察

室

に

護

ら

一

一
期
貯
俄
布
十
の
れ
、
そ
の
心
身
の
健
康
の
保
持
…

…

惨

MM
と
お
号
、
議
ら
れ
る
よ
う
あ
た
た
か
い
…

恥

車

y
c
h
脚
吋
で
も
九
思
い
や
9
が

必

要

主

も

叩

一

メ

M

4

n

月
十
蕊
nH

ま
た
、
母
子
家
出
綿
に
つ
い
て
…

一
オ
イ
に
殺
人
品
ゅ
は
、
児
携
が
お
か
れ
て
い
る
車

一
子
器
問
祉
協
大
凌
に
か
か
わ
ら
ず
、
心
身
と
も
一

一
会
合
淡
鈴
子
中
学
校
体
育
館
で
に
す
と
や
か
に
賛
成
さ
れ
る
た
一

…
行
な
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
め
に
必
緩
な
務
糸
件
と
、
そ
め
一

一
だ
く
カ
は
六
十
五
歳
以
上
の
必
制
緩
め
後
出
離
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
…

…
人
と
珠
子
家
庭
的
引
ガ
マ
す
。
み
つ
め
て
母
き
た
い
と
滋
い
ま
…

一

ζ

の

日

は

、

試

算

期

常

務

に

創

出

念

す

。

…

古
川
由
!
法
ほ
昨
日
l
i
i
i
i
j
i
jぃ

察
遂
我
山
叩
前
適
リ

滋
学
問
問
に
エ
事

か
ね
て
か
ら
む
緩
援
で
あ
り

ま
し
た
鉛
拾
で
取
手
線
入
ね
か

ら
高
野
山
を
緩
て
、
付
持
品
品
税
務

所
入
口
ま
で
恥
依
然
ぶ
工
泰
一
長
さ

一
、
一

0
0
メ
ー
ト
ル
思
議
遊

山
林
、
歩
行
琳
帯
主
悶
転
車
が
滋
れ

る
も
む
で
、
完
成
の
慨
に
は
数

精
卵
子
中
学
校
生
徒
の
通
学
路
と

し
て
も
大
い
に
検
家
つ
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
ヂ
。

と
の
鋪
附
地
胤
は
、
百
件
…
一
一
回
帰
へ
陵

情
し
て
お
り
ま
し
た
も
の
で
す

が
、
災
る
八
月
一
円
ロ
か
ら
ヱ
挙

が
仏
却
ま
唱
て
お
h

ツ
ま
す
。

ま
た
、
常
主
し
て
も
、
こ
れ

に
隊
陪
関
し
て
、
平
井
一
食
滋
抑
制
的

議
む
か
ら
後
総
務
災
制
判
官
滋
る

舗
装
工
務
も
鮎
別
総
し
て
お
h

ソま

す
の
句
、
持
山
地
悦
宏
明
文
満
期
中
事
故
か

ら
マ
品
切
る
い
同
月
滋
し
が
つ
き

ま
し
た
。

き
た
い
主
mv
考
え
か
ら
、
家
-M陪

の
事
情
な
ど
に
よ

9
.
酬
明
夜
看

護
申
業
務
に
後
楽
し
て
い
な
い

ガ
の
・
中
に
は
条
件
に
よ
っ
て
は

今
す
ぐ
に
で
も
品
開
い
て
も
よ
い

鳳
鳴
議
録
免
許
所
持
者
は

調
査
察
m
V
鞠
概
凶
凶
を
み
・

マ
公
開
院
館
講
座

級
制
郁
子
符
・
中
血
〈
公
民
鎮
で
行

な
う
各
緩
む
議
盗
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

慾設置巡 tr我孫子中学校総の県主主

ロ
鳴
開
湾
総
紬
嗣

今
月
の
湾
問
ル
柑
相
談
は
次
的
路

線
で
行
な
い
ま
す
。

。
場
所
福
祉
乱
々
ン
タ

l

。
日
時
九
月
間
関
口
村
，
w品U
H

・

十
一
日
・
す
ス
詩
縁
関
は

い
ず
れ
も
午
惜
別
十
誇
か
ら
正

時
か
ら
一
一
一
持

昭
和
四
十
三
年
九

月
・
十
湾
、
昭
和
問
十
附
悶
年

一
一
月
・
一
一
一
同
月
母
ふ
れ
の
乳
児

な
お
、
母
子
学
制
縦
令
忠
れ
ず

ど
持
参
く
だ
苦
い
。

ま
た
、
湖
北
、
お
佐
柏
崎
町
院
は

'Te
純
月
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
ど

す
滋
緩
い
ま
す
。

…
)
)
 

一
費
査

か

諮

調

べ
濯
藤
全
実
{

{

 

…
九
晃
一
良
か
ら
品
品
開
附
淡
淡
災

一
熊
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
務
官
抵
の
詩
的
引
は
、
後
楽

-
作
品
押
索
、
袖
制
緩
な
ど
を
緩
む
俊
帯

発
索
隊
〈
納
絞
殺
捻
世
帯
に
つ
い
て

お
絞
入
や
支
出
な
ど
を
認
壷
す
る

わ
れ
大
努
惨
な
家
計
議
査
で
す
。

ζ

9

の
潟
支
に
よ
っ
て
消
級
者
役
撚
鴨

川
仰
の
得
た
奴
入
が
ど
れ
佼
あ
り
、

和↓

交

通

災

害

探

障

金

…

始

め

て

い

…
龍
樹
木
方
品
聞
か
ら
ム
布
彼
方
巡
に

…
内
向
け
時
吋
遼
二
十
五
必
中
旬
メ

i
ト

・
片
山
母
体
吋
で
滋
行
中
〈
普
通
貨
物

こ
自
動
商
品
〉
滋
刊
行
方
向
左
倒
閣
か
ら

:
飛
び
山
似
し
た
子
供
F

一
一
一
議
)
官

宅
地
河
浦
加
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
-
ぞ
か
け

込

9

た
が
間
間
に
合
わ
ず
、
総
務
緩
め

Z
窓
側
制
フ
一
エ

Y
ダ
i
眺
制
緩
に
縦
割
祭

報

金
時
間
借
問
を
災
後
し
ま
す
。

さ

れ

ま

す

。

我

孫

子

柏

崎

阪

に

お

い

て

調

査

と
の
糊
判
明
抵
の
日
製
品
別
伸
弘
、
全
自
問
す
る
柏
崎
区
は
潟
努
山
刷
、
東
我
孫

議
液
晶
惜
の
商
品
綴
売
な
ら
び
に
子
、
災
一
士
会
、
下
ヶ
一
戸
、
問
問
抑
制

掠
高
金
同
関
係
の
動
向
を
問
問
ら
か
に
で
隠
滅
内
全
部
品
三
鶴
市
柄
を
務
官
躍

し
て
殺
気
田
罰
則
閉
そ
の
的
関
邸
側
滋
綴
し
ま
す
。

策
上
の
重
姿
な
資
料
と
す
る
も
V
務
査
す
る
時
期

の

で

す

。

緩

和

殴

十

飽

和

十

k
m
A
か
ら
滋

V
穣
変
mw
館
職
期
間
お
よ
び
医
域
十
六
隼
六
月
ま
で
の
こ
年
郊
で

調
査
の
鰯
制
緩
同
体
制
紺
努
祭
由
う
す
。

ち
の
代
糊
峨
蜘
閥
、
品
押
立
菜
、
小
売
甲
綴
世
棋
の
方
持
論

象
的
う
ち
宮
崎
見
広
お
よ
び
欽
食
綴
変
ぬ
が
潔
査
の
実
鎗
期
間

際
が
跡
怖
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
袋
内
に
吉
一
方
月
ど
主
に
、
掘
削
途
吋
棚
網

棚
脱
出
り
務
官
茸
は
こ
れ
ら
の
う
ち
か
を
強
制
め
に
億

rL刀
法
令
と
っ
て

ら
検
出
さ
れ
た
特
笈
抽
嶋
崎
叫
ぬ
の
い
ま
す
。

先
日
繁
友
会
の
た
。

除
弘
樹
帝
の
方
が
み
え
と
れ
ば
、
八
月
十
四
日
t
e
T

ら
れ
、
一
一
一
一
、

O

六
四
日
に
欄
間
拙
憎
し
た
盆
綴
大
会
の

玄

O
開
け
を
町
内
的
支
出
総
曲
目
を
縁
仏
利
し
て
出
向
た
淵
納

品
借
入
、
子
徴
的
制
悩

A
罰
金
で
す
。

叫
棋
の
た
め
に
お
健
脚
刊
で
は
滋
人
篠
弘
拡
を
や
む
と

い
く
だ
古
い
と
・
慰
し
て
佼
滞
在
せ
て
演
く
こ
と
に

し
出
向
が
あ
り
ま
し
し
ま
し
た
。

V 
主ニ E台関
t主v
、込
蔵品
援方
公法
E号
空襲ハ
ヘガ

キ
ま
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品

開

尋

ね

人

品
開
山
附
閑
閑
拙
熱
帯
内
議
制
問
川
町
議
飽
部

隊
気
付
絞
本
務
隊
以
内
隊
に
い

た
お
芥
府
中
附
開
き
ん
を
と
存
知
の

ガ
は
役
場
厚
生
報
開
ま
で
ど
述
叫
開

く
だ
さ
い
。




